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企画・財務部門統括代行の中俣でございます。
まずは全体を総括して説明いたします。

当第1四半期について、CV販売台数は、上海ロックダウンなど部品供給不足の影
響により、先期を下回りました。一方、LCV販売台数は部品供給が改善したこ
ともあり、先期を上回りました。
損益は、LCVの販売増加および為替好転による増益があったものの、資材費・
物流費の高騰が響き、当第1四半期は増収減益となりました。
なお、5月に公表した計画に対しては、為替好転により想定を上回っております。

23年3月期の見通しについて、海外市場は、CV・LCV共に好調が続いています。
一方で、CVにおける半導体供給の正常化は、想定よりも時間を要する見込みで
あり、目下、半導体不足による損益インパクトを最小限にするべく、各種施策
を検討中でございます。5月に公表した通期の損益見通しについては、現時点で
は据え置きとさせていただきます。



サプライチェーンの混乱による影響について、説明いたします。

日本では、第1四半期において、上海ロックダウンを受け5日間ライン稼働を停止する
など、CVに減産影響が発生しました。現在ではこの影響は解消されています。
一方半導体不足については、正常化するまでに想定より時間を要する見込みです。現
時点では、23年3月期の下期中の正常化を見込んでいます。

タイでは、特定の部品で供給に支障はあるものの、ライン稼働には大きな影響を及ぼ
しておりません。今後も高水準の稼働を予定しております。
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グローバル販売台数は、上海ロックダウンによる影響もあり、CVは先期を下回
りました。一方で、LCVは先期を大きく上回る結果となりました。
なお、先期の決算実績にはUDトラックスの業績は含まれていませんが、先期の
グローバル販売台数には、UDトラックスの4〜6月分の台数が反映されています。

売上高につきましては、販売台数の増加に加え、UDトラックスの取り込みもあ
り、先期から1,586億円の増収となりました。一方で、営業・経常・当期利益は、
資材費及び物流費の高騰による減益影響が大きく、先期から減少しております。
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続いて、CVグローバル販売実績について説明いたします。
CVグローバル販売台数は、先期から2千台減少の77千台となりました。旺
盛な需要が続いているものの、上海ロックダウン等による部品供給不足も
あり、販売台数は先期並みとなりました。
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国内全需とシェア実績です。
全需は、普通トラック・小型トラックともに各社の生産制約を受けて、前
年割れとなりました。シェアにつきましては、普通トラックは前年を上回
る33.3％となりました。
先期より連結子会社化したUDトラックスは、グループの中での販売の棲
み分けと目標の明確化により、大型トラックに集中して拡販を進めたこと
で、シェアを大きく伸ばしております。

一方で、小型トラックは、生産制約によりシェアを大きく落としておりま
す。

なお、全需の通期見通しは、普通トラック・小型トラックともに引き続き
未定といたします。
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LCVグローバル販売台数です。
多くの市場で、旺盛な需要が続いております。部品不足により一部の地域
でVOLが減少したものの、グローバル販売台数はタイ国内・輸出ともに増
加し、先期比15千台増加の100千台となりました。バックオーダーを多数
抱えていることもあり、今後も高水準の生産計画を予定しております。
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タイLCV全需・シェア、及びLCV生産台数実績です。
全需は、一部の部品で不安定な供給が続いていることもあり、先期から微増に
とどまりました。シェアは、他社の生産制約影響もあり、先期を上回りました
。
生産台数は、部品供給が改善していることにより、タイ国内向け完成車を中心
に増加しました。
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産業用エンジン、アフターセールスです。
産業用エンジン出荷基数は、中国建機需要の減速により、先期を下回り
ました。

アフターセールス売上は、UDトラックスの4月から6月の売上を取り込ん
だこともあり、大幅に増加しています。また、いすゞのアフターセール
ス売上も、国内・海外共に順調に増加しております。
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続いて、営業利益の増減分析です。
VOL増加、原価低減活動の推進、及び為替好転による増益があったものの、
資材費・物流費の高騰により、減益となりました。

為替実績は表に記載した通りでございます。
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営業利益以下の説明です。
当期利益は、経常利益588億円から固定資産売廃却損、法人税等、及び非支配株
主に帰属する当期純利益を差し引き、361億円となりました。

私からの説明は以上でございます。
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